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は
じ
め
に

　

日
本
中
世
禅
林
に
お
い
て
、
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）
の
禅
僧
は
、

既
に
杜
甫
に
関
す
る
事
項
を
自
身
の
詩
文
に
詠
出
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
杜
詩
の
優
れ
た
点

を
詠
出
す
る
際
に
は
、
中
国
の
詩
話
評
を
借
用
し
、
ま
た
杜
甫
の
忠
孝
を
称
揚
す
る
際
に
は
、

杜
甫
の
名
を
直
接
に
明
記
せ
ず
、
故
事
や
杜
詩
句
を
利
用
し
て
い
た①

。

　

中
期
（
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
に
な
る
と
、
宗
旨
に
関
係
な
い
世
俗
一
般

の
詩
文
に
つ
い
て
、
そ
の
作
製
を
禁
ず
る
た
め
に
杜
詩
句
「
文
章
は
一
小
技
、
道
に
於
て
未

だ
尊
し
と
為
さ
ず
」
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が②

、
貴
族
化
は
加
速
す
る
。
杜
甫
に
関

す
る
画
図
が
種
種
描
か
れ
、
そ
こ
に
着
賛
さ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た③

。
ま
た
、
禅
僧

は
自
身
の
詩
文
に
、
杜
甫
の
情
が
厚
い
点
や
忠
孝
が
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
直
接
に
杜

甫
の
名
を
出
し
て
詠
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た④

。

　

本
稿
で
は
、
中
期
の
禅
僧
が
杜
甫
の
困
窮
像
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
。
禅
僧
が
な
ぜ
杜
甫
の
困
窮
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
に
杜
詩
を
消
化
し
た
上
で
、
自
身

の
詩
文
に
杜
甫
の
困
窮
像
を
詠
み
込
ん
だ
か
検
討
す
る
。
な
お
、
「
困
窮
」
語
に
つ
い
て
は
、

困
り
果
て
る
意
と
、
極
め
て
貧
し
く
て
生
活
に
悩
む
意
と
に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
の
論
考
で

は
両
様
が
含
ま
れ
る
。

一
、
中
期
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像

　

筆
者
は
、
杜
甫
に
関
す
る
画
図
賛
詩
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
禅
僧
が
杜
甫
の
困
窮
像

に
強
く
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
今
一
度
、
画
図
賛
詩
に

お
い
て
杜
甫
の
困
窮
像
に
つ
い
て
言
及
し
た
例
を
挙
げ
る
。な
お
杜
甫
と
困
窮
に
つ
い
て
は
、

朝
倉
尚
氏
が
既
に
論
じ
て
お
り⑤

、
こ
れ
か
ら
挙
げ
る
資
料
の
中
に
は
重
複
す
る
も
の
も
存
す

る
が
、
特
徴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
す
る
資
料
は
全
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
画
賛
詩
に
見
ら
れ
る
杜
甫
の
困
窮
像

　

初
期
の
禅
僧
が
杜
甫
に
関
す
る
こ
と
を
詩
文
に
詠
出
す
る
場
合
、
忠
孝
心
を
称
揚
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
困
窮
を
指
摘
し
た
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
禅
林
の
画
賛
詩
に
お
い
て
、

最
初
に
杜
甫
の
困
窮
像
を
称
揚
し
た
禅
僧
は
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
）
だ
と

思
わ
れ
る
。
『
空
華
集
』
巻
一
「
杜
甫
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

騎
驢
三
十
載
、
踏
遍
帝
京
春
。

　
　

一
夜
沙
鷗
夢
、
九
州
胡
馬
塵
。

　

驢
に
騎
す
る
こ
と 

三
十
載
、
踏
遍
す 

帝
京
の
春
。
一
夜 

沙
鷗
の
夢
、
九
州 

胡
馬
の
塵
。

義
堂
は
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
の
句
「
騎
驢
三
十
載
、
旅
食
京
華
春
」
（
騎
驢 

三
十

載
、
旅
食
す 

京
華
の
春
）を
典
拠
に
し
て
前
半
を
詠
ん
で
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
画
図
よ
り
、
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（2）

長
い
間
都
で
驢
馬
に
跨
り
、
官
職
を
捜
し
、
さ
ま
よ
い
歩
い
た
杜
甫
を
想
起
し
て
い
る
。
そ

し
て
後
半
で
は
、
同
詩
の
末
句
「
白
鴎
没
浩
蕩
、
万
里
誰
能
馴
」
（
白
鴎 

浩
蕩
に
没
す
、
万

里 

誰
か
能
く
馴
ら
さ
ん
）
と
あ
り
、
自
分
を
白
い
鴎
に
喩
え
て
、
誰
に
も
束
縛
を
受
け
な

い
と
し
、
飼
い
慣
ら
す
の
な
ら
今
の
内
と
官
へ
の
執
着
を
見
せ
る
も
、
結
局
叶
わ
な
か
っ
た

こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
義
堂
は
杜
甫
が
結
局
の
と
こ
ろ
官
職
に
は
僅
か
の
期
間
し
か
就
け

ず
、
大
凡
生
涯
を
戦
乱
の
中
で
生
き
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
の
跋
文
に
義
堂
は
次

の
よ
う
に
感
懐
を
述
べ
て
い
る
。

余
嘗
讀
老
杜
詩
、
感
其
方
安
史
喪
乱
之
際
、
不
失
君
臣
忠
義
之
節
。
至
若
曰
、
文
章
一

小
技
、
於
道
未
為
尊
、
是
余
感
之
深
者
也
。
今
覩
茲
画
、
風
帽
蹇
驢
、
使
人
慨
然
、
投

筆
起
而
吁
。

余
嘗
て
老
杜
の
詩
を
讀
む
に
、
其
の
安
史
の
喪
乱
の
際
に
方あ

た

り
て
、
君
臣
の
忠
義
の
節
を

失
は
ざ
る
に
感
ず
。
「
文
章
は
一
小
技
、
道
に
於
い
て
未
だ
尊
し
と
為
さ
ず
、
」
と
曰
ふ
が

若
き
に
至
り
て
は
、
是
れ
余
が
感
の
深
き
者
な
り
。
今 
茲こ

の
画
を
覩み

る
に
、
風
帽
蹇け

ん

驢ろ

、

人
を
し
て
慨
然
と
し
て
、
筆
を
投
じ
て
起
ち
て
吁な

げ

か
し
む
。

義
堂
は
賛
詩
の
中
で
杜
甫
が
戦
乱
の
中
で
生
き
た
こ
と
に
触
れ
、
跋
文
の
中
で
は
そ
う
し
た

中
で
も
君
臣
に
お
け
る
忠
義
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
杜
甫

の
「
貽
華
陽
柳
少
府
」
詩
の
句
「
文
章
は
一
小
技
、
道
に
於
い
て
未
だ
尊
し
と
為
さ
ず
」
が
、

自
ら
の
人
生
観
・
文
学
観
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
最
後
に
画
上

に
描
か
れ
た
杜
甫
の
困
窮
し
た
姿
を
見
て
、
人
を
嘆
き
憤
ら
せ
る
と
結
ん
で
い
る
。
義
堂
は

主
と
し
て
忠
義
心
を
称
美
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
戦
乱
の
中
で
困
窮
し
た
杜
甫
の

姿
を
意
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
義
堂
は
「
少
陵
」
（
『
空
華
集
』
巻
四
）
で
も
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

風
塵
漠
漠
鬂
絲
絲
、
許
國
丹
心
只
自
知
。

巴
草
未
醫
驢
子
痩
、
更
添
詩
痩
最
難
醫
。

風
塵 

漠
漠 

鬂
は
絲
絲
、
國
に
許
す
丹
心 

只
だ
自
ら
知
る
の
み
。
巴
草 

未
だ
驢
子
の
痩

せ
た
る
を
醫い

や

せ
ず
、
更
に
詩
痩
を
添
へ
て
最
も
醫
し
難
し
。

こ
こ
で
は
杜
甫
が
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
髪
が
少
な
く
な
り
な
が
ら
も
、
忠
誠
心
を
忘
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
自
然
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
蜀
で
も
痩
驢
を
飢
餓
か
ら
救
え

ず
、
更
に
は
自
身
も
詩
文
作
製
に
励
む
余
り
、
痩
せ
衰
え
た
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
も
義
堂
は
杜
甫
の
困
窮
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

　

江
西
龍
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）
は
「
杜
甫
画
像
」
（
『
続
翠
詩
稿
』
）
で
次
の
よ
う

に
詠
じ
て
い
る
。

　
　

秦
蜀
江
山
詩
幾
篇
、
暮
年
餓
路
付
皇
天
。

　

秦
蜀 

江
山 

詩
幾
篇
、
暮
年 

餓
路 

皇
天
に
付
く
。

こ
こ
で
は
先
ず
、
杜
甫
が
秦
州
や
蜀
地
に
お
い
て
自
然
を
詠
じ
た
詩
を
数
多
く
製
し
た
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
杜
甫
が
晩
年
困
窮
し
、
流
浪
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　

瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
〜
一
四
七
三
）
は
「
題
杜
子
美
像
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
次
の
よ
う

に
詠
じ
て
い
る
。

　
　

詩
酒
自
寛
憂
未
消
、
風
塵
満
目
鬂
飄
蕭
。

　

詩
酒
も
て
自
ら
寛
く
す
る
も
憂
ひ
未
だ
消
え
ず
、
風
塵 

満
目 

鬂
飄
蕭
た
り
。

杜
甫
の
「
可
惜
」
詩
の
句
「
寬
心
應
是
酒
、
遣
興
莫
過
詩
」
（
心
を
寬
く
す
る
は
應
に
是
れ

酒
な
る
べ
し
、
興
を
遣
る
は
詩
に
過
ぐ
る
は
莫
し
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
杜
甫
の
目
に
入

る
物
は
全
て
戦
乱
で
あ
り
、
髪
は
寂
し
く
風
に
吹
か
れ
、
体
は
や
つ
れ
果
て
な
が
ら
も
、
詩

と
酒
で
自
分
の
憂
い
を
発
散
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

　

南
江
宗
沅
（
一
三
八
七
〜
一
四
六
三
）
は
「
杜
甫
画
像
」
（
『
漁
庵
小
稿
』
）
に
次
の
よ
う

に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

献
賦
雖
佳
納
諫
非
、
明
時
見
棄
擲
朝
衣
。

　
　

爾
来
嚢
底
無
残
禄
、
蜀
雨
十
年
驢
不
肥
。

賦
を
献
じ
て
佳
と
す
と
雖
も
納
諫
非
な
り
、
明
時 

棄
て
ら
れ
て
朝
衣
を
擲

な
げ
う

つ
。
爾
来 

嚢

底 

残
禄
無
し
、
蜀
雨 

十
年 

驢
肥
え
ず
。
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杜
甫
が
長
安
で
職
を
求
め
て
い
た
時
期
、「
三
大
礼
賦
」を
始
め
と
す
る
賦
を
奉
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら
れ
て
右
衛
率
府
冑
曹
参
軍
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
房
琯
の
弁
護
の

た
め
に
天
子
を
諫
め
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
左
遷
さ
れ
て
し
ま
う
。
前
半
で

は
杜
甫
の
長
安
滞
在
時
期
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
以
來
杜
甫
の
嚢
の
底
に
は
禄
が
無
く
、

蜀
の
地
等
を
歴
参
す
る
も
、
結
局
十
年
、
驢
馬
に
食
べ
物
を
与
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
困
窮
の

状
況
を
味
わ
っ
た
こ
と
を
言
う
。

　

心
田
清
播
（
？
〜
一
四
四
七
）
は
「
浣
花
酔
帰
図
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠

ん
で
い
る
。

　
　

浣
花
花
竹
水
西
頭
、
毎
日
酔
皈
寛
客
愁
。

　

浣
花 

花
竹 

水
の
西
頭
、
日
毎
に 

酔
ひ
て
皈
り 

客
愁
を
寛
く
す
。

杜
甫
の
「
卜
居
」
詩
の
句
「
浣
花
流
水
水
西
頭
、
主
人
為
卜
林
塘
幽
。
已
知
出
郭
少
塵
事
、

更
有
澄
江
銷
客
愁
」
（
浣
花 

流
水 

水
の
西
頭
、
主
人 
為
に
卜
す 

林
塘
の
幽
な
る
を
。
已

に
知
る 

郭
を
出
で
て
塵
事
少
な
き
を
、
更
に
澄
江
の
客
愁
を
銷
す
る
有
り
）
を
典
拠
に
し

て
い
る
。
心
田
は
、
杜
甫
が
浣
花
渓
の
寓
居
で
毎
日
酒
に
酔
い
、
憂
い
を
発
散
さ
せ
て
い
た

こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
杜
甫
に
関
す
る
画
賛
詩
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
杜
甫
の
代
表
的
な
特
徴
が
「
困
窮
」

像
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
画
賛
以
外
に
見
ら
れ
る
杜
甫
と
困
窮

　

ま
た
直
接
に
画
図
に
附
し
た
賛
に
限
ら
ず
、
杜
甫
の
困
窮
に
つ
い
て
述
べ
た
詩
文
は
存
在

す
る
。
義
堂
は
「
讀
李
杜
詩
戯
酬
空
谷
応
侍
者
」
（
李
杜
の
詩
を
讀
み
、
戯
れ
に
空
谷
応
侍

者
に
酬
ゆ
）
（
『
空
華
集
』
巻
七
）
詩
の
首
聯
に
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

　
　

太
白
飄
零
子
美
窮
、
也
知
國
乱
血
流
紅
。

　

太
白
は
飄
零
し 

子
美
は
窮
す
、
也ま

た
知
る 

國
乱
れ 

血
流
れ
て
紅
な
る
を
。

義
堂
は
、
李
白
が
落
ち
ぶ
れ
、
杜
甫
が
困
窮
し
、
戦
乱
で
国
が
乱
れ
た
結
果
、
各
地
で
血
が

流
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
杜
甫
か
ら
受
け
る
最
も
強
い
印
象
が
、
そ
の
困
窮
し

た
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

　

「
和
答
無
倪
」
（
『
空
華
集
』
巻
八
）
で
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

堪
笑
杜
陵
窮
到
骨
、
尚
能
詩
興
動
官
梅
。

　

笑
ふ
に
堪
ふ 

杜
陵
の
窮
し
て
骨
に
到
る
を
、
尚
ほ
詩
興
を
能
く
し
官
梅
に
動
か
さ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
困
窮
ぶ
り
が
骨
の
髄
に
ま
で
到
る
も
、
か
え
っ
て
詩
興
は
優
り
、
官
梅
に
動

か
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
和
裴
迪
登
蜀
州
東
亭
送
客
逢
早
梅
相
憶
見
寄
」

詩
の
句
に
「
東
閣
官
梅
動
詩
興
」
（
東
閣
の
官
梅 

詩
興
を
動
か
す
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て

い
る
。

　

『
東
海
瓊
華
集
』
（
両
足
院
所
蔵
）
の
末
尾
部
、
他
僧
の
詩
を
収
集
し
た
箇
所
に
、
義
堂
の

「
詠
白
髪
」
詩
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
詩
に
「
閲
尽
窮
愁
感
杜
陵
」
（
窮
愁
を
閲
尽
し
て
杜

陵
に
感
ず
）
と
あ
る
。
義
堂
が
杜
甫
の
困
窮
に
起
因
す
る
憂
愁
に
強
く
関
心
を
抱
い
て
い
た

こ
と
を
示
す
。

　

惟
忠
通
恕
（
一
三
四
九
〜
一
四
二
九
）
は
「
壮
遊
」（
『
雲
壑
猿
吟
』
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

可
惜
布
衣
窮
子
美
、
一
生
遺
恨
在
搏
桑
。

　

惜
し
む
べ
し 

布
衣
の
窮
子
美
を
、
一
生
の
遺
恨 

搏
桑
に
在
り
。

こ
れ
は
杜
甫
の
「
壮
遊
」
詩
の
「
到
今
有
遺
恨
、
不
得
窮
扶
桑
」（
今
に
到
る
ま
で
遺
恨
在
り
、

扶
桑
を
窮
む
る
を
得
ず
）
句
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
惟
忠
は
杜
甫
が
官
職
に
就
か
ず
困
窮
す

る
あ
ま
り
、
扶
桑
の
国
へ
赴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
一
生
恨
ん
で
い
た

こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

　

邵
菴
全
雍
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
送
人
之
三
川
」
（
『
邵
菴
老
人
詩
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠

ん
で
い
る
。

　
　

晩
山
稠
重
帰
來
路
、
行
尽
拾
遺
詩
句
中
。

　

晩
山 

稠
重
す 

帰
來
の
路
、
行
は
尽
く
す 

拾
遺
の
詩
句
の
中
。

こ
こ
で
は
友
人
が
三
河
国
に
帰
っ
て
行
く
道
の
険
し
さ
を
詠
じ
、
そ
の
行
程
の
険
し
さ
は
杜
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詩
の
詩
句
中
に
こ
と
ご
と
く
説
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
詩
は
、
三
河
国
と
三
川

の
連
想
か
ら
、
杜
甫
の
「
晩
行
口
号
」
詩
の
句
「
三
川
不
可
到
、
歸
路
晚
山
稠
」
（
三
川 

到

る
べ
か
ら
ず
、
歸
路 

晚
山
稠
し
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
邵
菴
の
よ
う
に
、
杜
甫
が
困

窮
し
な
が
ら
、
各
所
を
流
浪
し
た
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
禅
僧
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
〜
一
四
三
七
）
は
「
讀
樂
遊
園
詩
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
で
次
の

よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

唐
朝
宴
是
樂
遊
園
、
銀
榜
花
筵
舞
袖
飜
。

　
　

一
罷
唔
咿
多
憾
慨
、
杜
陵
吟
鬂
着
霜
繁
。

唐
朝 

宴 

是
れ
樂
遊
園
、
銀
榜 

花
筵 
舞
袖
飜
る
。
一
た
び
唔
咿
を
罷
め 

憾
慨
多
し
、

杜
陵 

鬂
を
吟
ず 

霜
着
く
こ
と
繁
し
。

前
半
部
は
、
杜
甫
の
「
楽
遊
園
歌
」
詩
の
「
曲
江
翠
幕
排
銀
榜
、
拂
水
低
徊
舞
袖
翻
」
（
曲

江 

翠
幕 

銀
榜
を
排
す
、
水
を
拂
う
て
低
徊
し
舞
袖
翻
る
）
と
「
公
子
華
筵
勢
最
高
」
（
公

子
の
華
筵 

勢
ひ
最
も
高
し
）
を
典
拠
に
し
、
宴
の
華
や
か
さ
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
し
て
後

半
部
で
は
、
惟
肖
は
、
一
た
び
「
楽
遊
園
歌
」
を
読
む
の
を
止
め
、
杜
甫
が
白
髪
頭
で
吟
じ

た
心
境
を
推
し
量
り
、
感
慨
を
受
け
た
と
す
る
。
第
四
句
に
つ
い
て
は
「
登
高
」
詩
の
句
「
艱

難
苦
恨
繁
霜
鬢
」
（
艱
難 

苦
だ
恨
む 

繁
霜
の
鬢
）
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
杜
甫
が

結
局
、
晩
年
に
至
る
ま
で
ま
と
も
に
官
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
惟
肖
も
杜
甫
に
対
し
て
老
い
て
困
窮
し
た
印
象
を
抱
い
て
い
る
。

　

一
曇
聖
瑞
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
賛
公
土
室
」（
『
幽
貞
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

知
詩
村
遠
騎
驢
至
、
破
笠
吟
詩
大

〔
太
〕

痩
生
。

　

詩
を
知
る　

村
遠
く
し
て
騎
驢
至
る
を
、
破
笠 

詩
を
吟
じ 

大
い
に
〔
太
だ
〕
痩
生
す
。

こ
の
詩
は
あ
る
い
は
画
賛
詩
か
も
し
れ
な
い
。
杜
甫
が
賛
上
人
を
訪
れ
た
折
を
想
起
し
て
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
困
窮
の
象
徴
で
あ
る
驢
馬
に
乗
っ
て
訪
れ
、
詩
を
製
す
る
こ
と
で

や
せ
衰
え
て
い
る
こ
と
を
詠
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
飯
顆
山
に
お
い
て
李
白
が
、
心
苦

し
て
詩
を
製
し
た
杜
甫
の
痩
せ
た
姿
を
見
て
嘲
笑
し
た
と
い
う
「
李
白
飯
顆
山
頭
逢
杜
甫
」

逸
話
を
引
用
し
て
い
る⑥

。

　

一
曇
聖
瑞
は
「
次
員
送
方
堂
座
元
皈
越
省
師
」（
『
幽
貞
集
』
）
で
「
杜
甫
艱
難
倦
拝
鵑
」（
杜

甫
は
艱
難
し
て
拝
鵑
に
倦
む
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
一
句
は
、
杜
甫
は
常
に
天
子
の
魂
で

あ
る
ほ
と
と
ぎ
す
を
再
拝
し
て
い
た
が
、「
杜
鵑
」
詩
の
句
に
「
身
病
不
能
拜
、
涙
下
如
迸
泉
」

（
身
病
み
て
拜
す
る
能
は
ず
、
涙
下
り
て
迸
泉
の
如
し
）
と
あ
る
よ
う
に
、
病
み
や
つ
れ
果

て
て
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

作
者
不
明
の
『
雲
巣
集
』
の
「
次
韻
病
中
偶
作
」
で
は
、
「
杜
曲
風
流
只
蹇
驢
」
（
杜
曲
の

風
流 

只
だ
蹇
驢
な
り
）
と
、
杜
甫
の
詩
は
風
流
で
あ
る
が
、
現
実
に
お
い
て
は
、
び
っ
こ

を
ひ
い
た
驢
馬
に
ま
た
が
る
ほ
ど
苦
難
を
得
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
中
期
に
至
る
と
、
禅
僧
の
詩
文
に
杜
甫
の
困
窮
像
に
つ
い
て
の
言
及
が

頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
し
、
困
窮
し
た
姿
と
重
ね
合
わ

せ
る
詠
出
法
は
、
中
期
よ
り
見
ら
れ
る
詠
出
法
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
観
点
・
詠
出
法
の
範

を
示
し
た
の
は
義
堂
周
信
と
言
え
よ
う
。

二
、
中
期
禅
僧
が
杜
甫
の
困
窮
に
着
目
す
る
理
由

　

こ
の
よ
う
に
禅
僧
が
杜
甫
の
困
窮
し
た
状
況
・
姿
を
強
調
す
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

瑞
渓
周
鳳
は
「
画
驢
賛
並
跋
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

予
謂
、
驢
之
為
物
也
、
大
抵
処
窮
者
之
所
用
、
而
詩
人
多
騎
焉
。
杜
甫
賈
島
鄭
綮
等
是
也
。

古
曰
、
窮
者
而
詩
工
也
。
由
是
観
之
、
詩
與
窮
相
待
者
乎
。
窮
者
所
用
詩
人
騎
、
良
有

以
也
。

予
謂
ら
く
、
驢
の
物
為
る
や
、
大
抵 

窮
に
処
る
者
の
用
ふ
る
所
に
し
て
、
詩
人 

多
く
焉

に
騎
る
。
杜
甫
・
賈
島
・
鄭
綮
等
は
是
れ
な
り
。
古
へ
曰
く
、
窮
す
る
者
に
し
て
詩
は
工
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み
な
り
、
と
。
是
れ
に
由
り
て
之
を
観
る
に
、
詩
と
窮
と
は
相
待
つ
者
な
る
か
。
窮
す
る

者
の
用
ふ
る
所
に
し
て
詩
人
の
騎
る
は
、
良

ま
こ
と

に
以ゆ

ゑ

有
る
な
り
。

こ
の
中
で
瑞
渓
は
、
困
窮
し
た
者
が
乗
る
の
が
驢
馬
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
杜

甫
・
賈
島
・
鄭
綮
等
が
非
常
に
詩
に
工
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
詩
を

作
る
こ
と
と
困
窮
と
は
相
互
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
朝
倉
氏
も
こ
れ
ま
で
の

内
容
に
つ
い
て
大
凡
触
れ
て
い
る⑦

。

　

禅
僧
は
、
杜
甫
の
詩
が
工
み
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
既
に
初
期
の
段
階
か
ら
着
目
し

て
い
た
。
中
期
に
至
っ
て
、
そ
の
原
因
を
探
求
し
て
い
く
中
で
、
困
窮
に
そ
れ
を
求
め
た
の

で
あ
ろ
う
。
義
堂
周
信
も
「
次
韻
和
答
鹿
苑
諸
友
九
首
其
六
」
（
『
空
華
集
』
巻
六
）
で
次
の

よ
う
に
言
う
。

　
　

詩
人
窮
到
骨
、
覓
句
動
終
宵
。

　

詩
人
窮
し
て
骨
に
到
る
、
句
を
覓
め
て
動
も
す
れ
ば
宵
を
終
ゆ
。

義
堂
は
、
こ
こ
で
も
詩
人
は
困
窮
し
て
そ
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
で
き
、
ど
う
に
か
す
る
と

一
晩
中
か
け
て
納
得
で
き
る
詩
句
を
求
め
る
と
す
る
。
前
掲
「
和
答
無
倪
」
詩
の
「
窮
到
骨
」

が
杜
甫
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
当
該
句
の
「
詩
人
」
・
鹿
苑
諸
友
が
杜
甫
に
比
さ
れ
て
い

る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
義
堂
が
杜
甫
の
困
窮
に
着
目
す
る
の
は
、
困
窮
と
詩
文
の
関
係
を

認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

禅
僧
は
杜
甫
の
困
窮
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に

な
る
」
と
思
考
す
る
こ
と
に
よ
り
、
困
窮
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
。
禅
僧
は
元
来
社
会

的
な
名
利
を
度
外
視
し
、
必
然
的
に
困
窮
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
杜
甫
の
困
窮
像
に
対

し
て
共
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
中
期
禅
僧
の
杜
詩
解
釈
│
困
窮
の
観
点
か
ら

　

禅
僧
が
杜
甫
の
困
窮
に
着
目
し
、
自
身
の
詩
文
に
詠
出
し
て
い
る
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
次
い
で
、
そ
れ
ら
困
窮
像
を
創
り
上
げ
る
原
因
と
も
い
う
べ
き

杜
詩
を
、
禅
僧
は
ど
の
よ
う
に
読
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

解
釈
の
様
相
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
の
は
、
中
期
を
代
表
す
る
禅
僧
・
江
西
龍
派

（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）
が
講
義
し
た
も
の
を
文
叔
真
要
が
抄
し
た
『
杜
詩
続
翠
抄
』
（
以

下
『
続
翠
抄
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
江
西
龍
派
は
講
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
に
用

い
た
の
は
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』
（
以
下
『
批
点
本
』
と
略
称
す
る
）
で
あ
り
、

と
り
わ
け
劉
辰
翁
の
評
点
（
以
下
「
批
語
」
と
称
す
る
）
を
重
ん
じ
た
。

（
１
）
『
続
翠
抄
』
に
見
ら
れ
る
杜
甫
の
困
窮
像

　

「
橋
陵
詩
三
十
韻
因
呈
縣
内
諸
官
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
二
）
の
句
「
客
思
回
林
坰
」
（
客
思
林

坰
を
回
る
）
に
対
し
、「
以
下
、
先
生
乞
食
シ
テ
、
在
山
野
之
状
」
（
以
下
、
先
生
乞
食
シ
テ
、

山
野
に
在
る
の
状
な
り
）
と
抄
し
、
杜
甫
の
置
か
れ
た
状
態
を
「
乞
食
」
と
形
容
す
る
。
当

時
に
あ
っ
て
「
乞
食
」
は
、
し
ば
し
ば
托
鉢
・
行
脚
の
僧
侶
の
こ
と
を
指
す
が
、
当
該
抄
の

杜
甫
の
場
合
は
、
無
位
無
冠
の
あ
ま
り
止
む
な
く
滞
留
先
で
物
を
乞
う
生
活
状
況
の
こ
と
を

形
容
し
て
い
る
。

　

「
遣
興
五
首
其
三
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
五
）
の
句
「
有
子
賢
與
愚
、
何
其
挂
懐
抱
」
（
子
の
賢

と
愚
と
有
る
も
、
何
ぞ
其
れ
懐
抱
に
桂
け
ん
や
）
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

此
言
、
甫
自

秦
（
三
川
カ
）

行
三（

秦
カ
）川

、
其
間
甚
困
窮
。
長
安
ノ
名
人
ト
有
レ

知
モ
ノ
モ

有
二

不
レス

知

者
一モ

、
但
乞
食
ノ
様
也
。

此
れ
言
は
、
甫
秦
よ
り
三
川
に
行
く
に
、
其
の
間
甚
だ
困
窮
す
。
長
安
の
名
人
と
知
も
の

も
有
り
知
ら
ざ
る
者
も
有
れ
ど
も
、
但
だ
乞
食
の
様
な
り
。

こ
こ
で
も
三
川
か
ら
秦
州
へ
行
く
途
中
、
甚
だ
困
窮
し
、
長
安
で
は
知
る
人
も
い
れ
ば
知
ら

な
い
人
も
い
た
が
、
た
だ
の
物
乞
い
す
る
有
様
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

「
嚴
中
丞
枉
駕
見
過
」（
『
続
翠
抄
』
巻
八
）
の
句
「
寂
寞
江
天
雲
霧
裏
、
何
人
道
有
少
微
星
」
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（
寂
寞
江
天
雲
霧
の
裏
、
何
人
か
道
は
ん
少
微
星
有
り
と
）
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

無
官
ニ
シ
テ

居
蜀
、
乞
食
シ
ア
ル
ク
ヲ
、
知
之
、
來
訪
。
猶
如
天
上
イ
ク
ラ
カ
星
ノ
多
ニ
、

其
中
知
少
微
星
様
也
。

無
官
に
し
て
蜀
に
居
り
、
乞
食
し
あ
る
く
を
、
之
を
知
り
て
、
來
訪
す
。
猶
ほ
天
上
い
く

ら
か
星
の
多
き
に
、
其
の
中
に
少
微
星
を
知
る
が
如
き
様
な
り
。

節
度
使
の
厳
武
は
、
蜀
に
滞
在
中
の
杜
甫
が
官
職
に
就
か
ず
物
乞
い
す
る
有
様
で
あ
っ
た
の

を
知
り
、
心
配
し
て
来
訪
し
た
と
す
る
。
蜀
に
滞
在
し
た
時
期
は
、
杜
甫
に
と
っ
て
は
比
較

的
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
時
期
と
さ
れ
る
が
、
禅
僧
は
「
乞
食
」
の
状
態
で

あ
っ
た
と
し
、
困
窮
し
た
姿
に
変
わ
り
は
無
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同

時
期
の
「
厳
公
廳
宴
同
詠
蜀
道
画
図
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
八
）
に
も
「
此
マ
テ
遠
乞
食
シ
、
モ

ツ
テ
キ
タ
ヨ
」
と
抄
し
て
い
る
。

　

「
山
寺
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
）
の
句
「
窮
子
失
淨
處
、
高
人
憂
禍
胎
」
（
窮
子
淨
處
を
失
ひ
、

高
人
憂
禍
胎
す
）
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

太
白
曰
、
窮
子
甫
自
謂
。
今
五
十
二
歳
、
生
涯
似
乞
食
、
穢
土
浄
土
ニ
ア
ル
カ
。
（
中
略
）

太
白
曰
く
、
窮
子
は
甫
自
ら
謂
ふ
。
今
五
十
二
歳
に
し
て
、
生
涯
乞
食
の
似ご

と

く
、
穢
土
浄

土
に
あ
る
か
。
（
中
略
）

太
白
真
玄
は
、
杜
甫
が
生
涯
物
乞
い
を
す
る
乞
食
の
よ
う
で
あ
る
と
形
容
し
て
い
る
。

　

蜀
を
離
れ
た
後
、
虁
州
に
お
い
て
も
「
峽
口
二
首
其
二
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
五
）
で
も

「
吾
乞
食
シ
マ
ワ
ル
ヲ
、
柏
中
丞
等
扶
持
ヲ
煩
フ
」
と
抄
し
、「
秋
興
八
首
其
三
」
（
『
続
翠
抄
』

巻
十
五
）
で
も
「
吾
同
学
者
ハ
皆
大
名
富
貴
ニ
成
、
吾
ハ
虁
州
方
乞
食
也
」
と
抄
し
、
「
寫

懷
二
首
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
八
）
で
も
「
甫
在
此
乞
食
ノ
様
ナ
レ
ト
モ
、
無
大
事
」
（
甫
此

に
在
り
て
乞
食
の
様
な
れ
ど
も
、
大
事
無
し
）
と
抄
す
る
等
、
杜
甫
の
困
窮
し
た
状
態
を
し

ば
し
ば
「
乞
食
」
と
形
容
し
て
い
る
。

　

虁
州
を
離
れ
た
後
も
、「
舟
出
江
陵
南
浦
奉
寄
鄭
少
尹
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
九
）
で
は
「
干

戈
乱
故
万
国
ニ
乞
食
ヲ
ス
ル
也
」
と
抄
し
、「
宿
鑿
石
浦
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
九
）
で
も
「
吾

カ
如
此
乞
食
ス
ル
モ
、
俊
異
不
居
位
故
也
」
（
吾
が
此
の
如
く
乞
食
す
る
も
、
俊
異
の
位
に

居
ら
ざ
る
が
故
な
り
）
と
抄
す
る
等
、
杜
甫
の
い
ず
れ
の
時
期
に
も
「
乞
食
」
の
状
態
で
あ
っ

た
と
解
し
て
い
る
。

　

禅
僧
は
杜
甫
を
「
乞
食
」
と
し
て
形
容
す
る
も
、
決
し
て
杜
甫
の
詩
作
に
対
す
る
評
価
を

損
ね
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
乞
食
の
状
況
・
困
窮
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と

し
て
捉
え
て
い
る
。
「
天
末
懷
李
白
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
五
）
の
句
「
文
章
憎
命
達
」
（
文
章
命

の
達
す
る
を
憎
む
）
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

　
　

文
章
―
、
万
古
文
章
与
富
貴
与
命
仇
也
。
自
古
文
章
之
士
命
運
多
蹇
滞
也
。

文
章
―
、
万
古
文
章
は
富
貴
と
命
と
仇
な
り
。
古
よ
り
文
章
の
士
は
命
運
蹇
み
滞
る
こ
と

多
し
。

杜
甫
の
詩
句
を
解
し
た
上
で
、
古
来
、
文
章
は
富
貴
と
命
運
と
は
仇
敵
で
あ
り
、
文
章
で
名

高
い
人
物
は
不
幸
せ
で
苦
し
む
こ
と
が
多
い
と
す
る
。
禅
僧
は
杜
甫
に
困
窮
像
の
イ
メ
ー
ジ

を
抱
き
な
が
ら
も
、
文
章
の
士
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
と
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
「
入
奏
行
贈
西
山
檢
察
使
竇
侍
御
」
（
『
続
翠
抄
』
巻
八
）
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ

て
い
る
。

　
　

凡
飢
寒
ナ
者
コ
ソ
、
文
章
ナ
ン
ト
ハ
為
業
作
之
。

　

凡
飢
寒
な
者
こ
そ
、
文
章
な
ん
ど
は
業
を
為
し
之
を
作
る
。

お
お
よ
そ
飢
え
凍
え
た
よ
う
な
人
物
こ
そ
、
文
章
の
面
な
ど
で
は
大
成
し
、
そ
の
作
品
を
創

り
出
す
と
し
て
い
る
。
禅
僧
の
意
識
裏
に
は
、
む
し
ろ
困
窮
の
状
況
を
受
け
入
れ
る
よ
う
で

な
け
れ
ば
、
文
章
家
と
し
て
の
事
業
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
観
念
を
持
ち
な

が
ら
、
杜
詩
を
解
釈
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
２
）
『
批
点
本
』
に
お
け
る
杜
甫
（
詩
）
の
困
窮
像

　

で
は
、
杜
詩
を
解
釈
す
る
上
で
、
困
窮
と
文
章
と
の
関
係
を
禅
僧
の
観
念
裏
に
定
着
さ
せ

た
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
禅
僧
が
杜
詩
を
解
釈
す
る
と
き
に
最
も
重
視
し
た
の
は
、
『
集
千
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家
注
批
点
杜
工
部
詩
集
』
（
『
批
点
本
』
）
に
お
け
る
劉
辰
翁
の
批
語
で
あ
る
。

　

批
語
は
、
劉
辰
翁
が
杜
詩
の
個
々
の
作
品
に
附
し
た
自
身
の
評
・
感
懐
で
あ
り
、
短
文
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
作
品
中
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
を
指
摘
す
る
批
語

は
見
ら
れ
る
が
、
文
章
と
の
関
係
ま
で
言
及
し
た
も
の
は
殆
ど
無
い
。
杜
甫
の
困
窮
と
文
章

の
関
係
が
見
ら
れ
る
の
は
、
『
批
点
本
』
附
録
に
収
録
さ
れ
た
劉
辰
翁
の
題
跋
・
序
類
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
劉
辰
翁
が
杜
甫
に
関
し
て
述
べ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
題
宋
同
野
編
杜
詩
」

（
『
批
点
本
』
附
録
）
で
は
、
杜
甫
の
経
歴
を
述
べ
た
後
に
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。

子
美
古
今
窮
人
、
而
倉
卒
患
難
、
所
遇
猶
若
此
。
予
非
以
其
窮
為
可
願
、
所
遇
為
可
羡

也
。
以
子
美
為
可
願
可
羡
、
則
所
遭
又
可
知
也
。

子
美
は
古
今
の
窮
人
に
し
て
、
倉
卒
と
し
て
患
難
し
、
遇
ふ
所
は
猶
ほ
此
の
ご
と
し
。
予

其
の
窮
を
以
て
願
ふ
べ
き
と
為
し
、
遇
ふ
所
羡
む
べ
き
と
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
子
美
を

以
て
願
ふ
べ
き
羡
む
べ
き
と
為
せ
ば
、
則
ち
遭
ふ
所
又
知
る
べ
き
な
り
。

杜
甫
が
古
今
を
代
表
す
る
ほ
ど
困
窮
し
、
お
も
い
が
け
ず
悩
み
苦
し
み
、
不
遇
を
味
わ
っ
た

と
す
る
。
さ
す
が
に
自
身
は
そ
の
よ
う
な
困
窮
や
不
遇
を
受
け
入
れ
た
く
は
な
い
が
、
杜
甫

に
倣
い
願
い
羨
む
べ
き
こ
と
を
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
遭
遇
す
る
所
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
。
杜
甫
の
詩
を
読
ん
で
そ
の
困
窮
の
具
体
を
理
解
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
劉

辰
翁
が
杜
甫
の
困
窮
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
「
連
伯
正
詩
序
」
（
『
批
点
本
』
附
録
）
で
は
、
窮
詩
人
を
代
表
す
る
杜
甫
の
作
品

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
之
窮
詩
人
、
称
子
美
、
郊
、
島
。
郊
、
島
以
其
命
、
而
子
美
以
其
時
。
或
曰
、
「
時

與
命
不
同
耶
。
」
曰
、
「
不
同
也
。
使
郊
、
島
生
開
元
、
天
寶
間
、
計
亦
豈
能
鳴
国
家
之

盛
。
而
寒
酸
寂
寞
、
顧
尤
工
以
老
。
則
繇
其
賦
分
言
之
、
亦
不
為
不
幸
也
。
若
子
美
在

開
元
、
則
及
見
麗
人
、
友
八
仙
。
在
乾
元
、
則
扈
従
還
京
、
帰
鞭
左
掖
。
其
間
惟
陥
鄜

数
月
。
後
来
流
落
、
田
園
花
柳
、
亦
與
杜
曲
無
異
。
若
石
壕
、
新
安
之
賭
記
、
彭
衙
、

桔
柏
之
崎
嶇
、
則
意
者
造
物
託
之
子
美
。
以
此
人
間
之
不
免
、
而
又
適
有
能
言
者
、
載

而
傳
之
萬
年
。
是
豈
不
亦
有
数
哉
。
不
然
、
生
開
元
、
天
寶
間
、
有
是
作
否
。
故
曰
、

時
也
。
非
命
也
。
」
（
中
略
）

古
の
窮
詩
人
に
、
子
美
、
郊
、
島
を
称
す
。
郊
、
島
は
其
の
命
を
以
て
し
、
而
し
て
子
美

は
其
の
時
を
以
て
す
。
或
ひ
は
曰
く
、「
時
と
命
と
は
同
じ
か
ら
ず
や
。
」
と
。
曰
く
、「
同

じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
郊
、
島
を
し
て
開
元
、
天
寶
の
間
に
生
ぜ
し
む
る
も
、
計
る
に
亦
た

豈
に
能
く
国
家
の
盛
を
鳴
ら
さ
ん
や
。
而
し
て
寒
酸
寂
寞
、
顧た

だ
尤
も
工
に
し
て
以
て
老

ゆ
。
則
ち
其
の
賦
分
に
繇よ

り
て
之
を
言
へ
ば
、
亦
た
幸
な
ら
ず
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
子
美

の
若
き
は
開
元
に
在
り
て
は
、
則
ち
麗
人
を
見
、
八
仙
を
友
と
す
る
に
及
ぶ
。
乾
元
に
在

り
て
は
、
則
ち
扈こ

従じ
ゅ
うし

て
京
に
還
り
、
帰
り
て
左
掖
に
鞭
う
つ
。
其
の
間
惟
だ
鄜
に
陥
る

こ
と
数
月
。
後
来 

流
落
す
る
も
、
田
園
花
柳
も
、
亦
た
杜
曲
と
異
な
る
無
し
。
石
壕
、

新
安
の
睹
記
、
彭
衙
、
桔
柏
の
崎
嶇
の
若
き
は
、
則
ち
意お

も

ふ
に
造
物 

之
を
子
美
に
託
す
。

此
の
人
間
の
免
が
れ
ず
し
て
、
而
も
又
た
適ま

さ

に
言
を
能
く
す
る
者
有
る
を
以
て
、
載
し
て

之
を
萬
年
に
傳
ふ
。
是
れ
豈
に
亦
た
数
有
ら
ざ
ら
ん
や
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
開
元
、
天
寶
の

間
に
生
ま
れ
て
、
是
の
作
有
る
や
否
や
。
故
に
曰
く
、
時
な
り
。
命
に
非
ざ
る
な
り
。
」
と
。

（
中
略
）

劉
辰
翁
は
、
杜
甫
の
「
時
」
と
孟
郊
・
賈
島
の
「
命
」
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る
。
困
窮
を

極
め
た
詩
人
の
代
表
と
し
て
、
ま
ず
杜
甫
と
孟
郊
と
賈
島
を
取
り
上
げ
る
。
孟
郊
と
賈
島
に

つ
い
て
、
二
人
が
も
し
開
元
・
天
寶
年
間
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
国
家
に
そ
の
名
を
と
ど

ろ
か
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
評
す
る
。
彼
ら
は
身
に
し
み
る
ほ
ど
の
貧
苦
・

寂
寞
を
味
わ
う
こ
と
で
、
詩
文
に
お
け
る
優
れ
た
技
巧
を
磨
き
、
年
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
生
ま
れ
つ
き
の
才
に
よ
っ
て
そ
の
技
巧
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
不
幸
と
は
言
え

な
い
と
し
、
時
運
で
は
な
く
、
命
運
に
よ
る
も
の
だ
と
説
く
。
そ
の
点
、
杜
甫
は
開
元
に
お

い
て
は
、
「
麗
人
行
」
に
あ
る
よ
う
に
美
し
い
婦
人
を
見
、
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
あ
る
よ
う
に

八
人
の
酒
友
と
交
わ
っ
て
い
る
。
乾
元
年
間
に
お
い
て
は
、
天
子
が
都
に
帰
る
の
に
従
い
、

朝
廷
に
帰
れ
ば
天
子
を
諌
め
、
そ
の
間
に
数
ヶ
月
鄜
州
に
も
難
を
逃
れ
、
後
に
流
落
す
る
も
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田
園
の
自
然
は
杜
曲
と
異
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
乾
元
年
間
に
お

け
る
傑
作
「
石
壕
吏
」
や
「
新
安
吏
」
の
見
聞
や
、
「
彭
衙
行
」
や
「
桔
柏
渡
」
の
山
道
の

険
し
さ
と
言
っ
た
も
の
は
、
造
物
主
が
杜
甫
に
託
し
て
詠
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
人
の
世
で
免
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
し
か
も
偶
々
そ
こ
に
詩
文
を
よ
く
す
る
者

が
い
て
、
そ
の
者
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
詩
文
が
集
に
載
せ
ら
れ
て
、
万
年
の
後
ま
で
伝
わ

る
、
こ
れ
こ
そ
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
言
う
。
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
開
元
・
天
寶

年
間
に
生
ま
れ
て
こ
の
作
品
が
あ
る
か
ど
う
か
。
よ
っ
て
杜
甫
の
詩
文
の
功
績
は
、
時
運
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
命
運
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
劉

辰
翁
は
杜
甫
の
天
寶
年
間
か
ら
乾
元
年
間
に
お
け
る
作
品
が
窮
詩
人
と
し
て
優
れ
て
い
る
の

は
、
時
運
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

杜
甫
の
作
品
を
解
釈
す
る
に
際
し
、
劉
辰
翁
の
困
窮
像
に
対
す
る
考
え
方
を
学
ん
だ
禅
僧

は
、
個
々
の
詩
に
つ
い
て
困
窮
像
の
観
点
か
ら
解
釈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
禅
僧
か
ら

見
れ
ば
、
杜
甫
の
困
窮
す
る
姿
は
無
位
無
官
で
や
む
な
く
食
を
乞
う
て
世
を
渡
る
「
乞
食
」

で
あ
り
、
そ
の
窮
迫
し
た
状
況
か
ら
発
せ
ら
れ
る
詩
文
だ
か
ら
こ
そ
卓
越
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
た
。
禅
僧
の
杜
甫
困
窮
像
は
、
杜
詩
解
釈
を
重
ね
る
こ
と
で
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
言

え
よ
う
。

四
、
中
国
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像
│
禅
林
詩
文
の
淵
源

　

「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
」
と
い
っ
た
文
章
観
は
杜
甫
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

劉
辰
翁
が
杜
甫
と
困
窮
を
結
び
つ
け
た
背
景
に
は
、
既
に
困
窮
と
詩
文
と
を
関
連
さ
せ
る
文

学
観
が
中
国
文
人
間
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る⑧

。
こ
れ
よ
り
中
国
に
お
け
る
杜
甫
の
詩
文

と
困
窮
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

そ
も
そ
も
「
窮
」
に
つ
い
て
、
『
孟
子
』
盡
心
上
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

尊
德
樂
義
、
則
可
以
囂
囂
矣
。
故
士
窮
不
失
義
、
達
不
離
道
。
窮
不
失
義
、
故
士
得
己

焉
。
達
不
離
道
、
故
民
不
失
望
焉
。
古
之
人
、
得
志
、
澤
加
於
民
。
不
得
志
、
修
身
見

於
世
。
窮
則
獨
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
。

徳
を
尊
び
義
を
樂
し
め
ば
、
則
ち
以
て
囂が

う

囂が
う

た
る
べ
し
。
故
に
士
は
窮
す
る
も
義
を
失
は

ず
、
達
す
る
も
道
を
離
れ
ず
。
窮
す
る
も
義
を
失
は
ず
、
故
に
士
は
己
を
得
。
達
す
る
も

道
を
離
れ
ず
、
故
に
民
は
望
み
を
失
は
ず
。
古
の
人
、
志
を
得
れ
ば
、
澤 

民
に
加
は
る
。

志
を
得
ざ
れ
ば
、
身
を
修
め
て
世
に
見

あ
ら
は

る
。
窮
す
れ
ば
則
ち
獨
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達

す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
善
く
す
。

中
国
で
は
古
よ
り
、
窮
し
て
も
義
を
失
う
こ
と
な
く
、
栄
達
し
て
も
道
を
離
れ
ず
に
広
く
天

下
を
善
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
賢
者
が
尊
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
（
困
）
窮
は
、
人
物
を

見
る
場
合
の
一
つ
の
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
杜
甫
の
詩
と
困
窮

　

宋
代
に
入
り
、
杜
甫
の
卓
越
し
た
詩
を
称
揚
す
る
と
同
時
に
、
杜
甫
の
困
窮
を
詠
じ
た
作

品
は
多
い
。
例
え
ば
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
〜
一
〇
七
二
）
は
、
「
堂
中
畫
像
探
題
得
杜
子
美
」

の
頷
聯
と
頸
聯
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

杜
君
詩
之
豪
、
來
者
孰
比
倫
。

　
　

生
爲
一
身
窮
、
死
也
萬
世
珍
。

杜
君
は
詩
の
豪
に
し
て
、
來
者 

孰
か
比
倫
せ
ん
。
生
き
て
は
一
身
窮
と
爲
り
、
死
し
て

也
た
萬
世
珍
と
す
。

こ
こ
で
は
、
杜
甫
が
詩
に
お
い
て
は
卓
越
し
な
が
ら
も
、
生
存
中
は
困
窮
し
た
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。
そ
し
て
詩
と
困
窮
の
関
係
を
直
接
に
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
優
秀
な

詩
は
誰
も
及
ぶ
者
が
無
く
、
万
世
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
も
付
与
し
て
い
る
。

　

王
安
石
（
一
〇
二
一
〜
一
〇
八
六
）
は
「
杜
甫
畫
像
」
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

惜
哉
命
之
窮
、
顚
倒
不
見
收
。
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

（9）

　
　

青
衫
老
更
斥
、
餓
走
半
九
州
。

惜
し
い
か
な 

命
の
窮
す
る
、
顚
倒
し
て
收
め
ら
れ
ず
。
青
衫 

老
い
て
更
に
斥
け
ら
れ
、

餓
走 
九
州
に
半
ば
な
り
。

杜
甫
は
天
命
が
窮
ま
り
、
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
国
全
土
の
半
分
を
飢
え
な
が

ら
彷
徨
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
賛
の
最
初
に
は
、
「
吾
観
少
陵
詩
、
爲
與
元
気
侔
。

力
能
排
天
斡
九
地
、
壮
顔
毅
色
不
可
求
」
（
吾 

少
陵
の
詩
を
観
る
に
、
元
気
と
侔
し
き
を
爲

す
。
力
は
能
く
天
を
排
し
て
九
地
を
斡め

ぐ

り
、
壮
顔 

毅
色
求
む
べ
か
ら
ず
）
と
あ
り
、
杜
甫

の
詩
を
称
讃
し
て
い
る
。
当
時
の
文
人
の
間
で
は
、
杜
甫
の
困
窮
と
詩
の
優
秀
と
の
関
係
が

既
に
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

杜
甫
の
詩
を
古
今
の
詩
人
中
の
第
一
と
見
な
し
、
且
つ
困
窮
と
関
係
付
け
た
評
語
と
し
て

最
も
有
名
な
の
は
、
次
に
挙
げ
る
蘇
軾
（
一
〇
三
七
〜
一
一
〇
一
）
「
王
定
国
詩
集
叙
」
（
『
蘇

軾
文
集
』
巻
十
）
の
言
で
あ
る
。

古
今
詩
人
衆
矣
。
而
杜
子
美
為
首
、
豈
非
以
其
流
落
飢
寒
、
終
身
不
用
、
而
一
飯
未
嘗

忘
君
也
歟
。

古
今
に
詩
人
衆
し
。
而
し
て
杜
子
美
を
首
と
為
す
は
、
豈
に
其
の
流
落
飢
寒
に
し
て
、
終

身
用
ひ
ら
れ
ず
、
而
れ
ど
も
一
飯
も
未
だ
嘗
て
君
を
忘
れ
ざ
る
を
以
て
に
非
ず
や
。

蘇
軾
は
杜
甫
が
困
窮
を
味
わ
い
な
が
ら
も
忠
義
の
節
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
詩
人
第
一
の

理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
孟
子
の
指
摘
「
窮
す
る
も
義
を
失
は
ず
」
を
杜
甫
に
当
て
は

め
、
杜
甫
の
人
物
を
判
断
し
た
上
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
蘇
軾
の
評
は
、

中
国
宋
代
に
お
い
て
最
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、
各
文
人
が
杜
詩
を
評
す
る
に
際
し
て
屡
々
引

用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
禅
林
の
義
堂
周
信
が
「
杜
甫
」
（
前
述
）
に

述
べ
た
杜
詩
評
価
の
原
因
と
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

蘇
軾
と
同
様
に
、
宋
代
を
代
表
す
る
文
人
・
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
〜
一
一
〇
五
）
も
「
題

韓
忠
献
詩
杜
正
献
草
書
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

杜
子
美
一
生
窮
餓
、
作
詩
数
千
篇
、
與
日
月
争
光
。

　

杜
子
美 

一
生 

窮
餓
し
、
詩
を
作
る
こ
と 

数
千
篇
、
日
月
と
光
を
争
ふ
。

黄
庭
堅
も
杜
甫
の
困
窮
・
飢
餓
の
中
で
製
さ
れ
た
詩
が
、
日
月
の
光
と
争
う
ほ
ど
優
れ
て
い

る
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
陽
修
・
王
安
石
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
等
が
、
杜
甫
の
困
窮

と
卓
越
し
た
詩
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
以
後
も
こ
の
二
点
の
関
係
が
焦
点
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
る
。

　

史
弥
寧
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
和
黄
雲
夫
武
攸
見
寄
韻
」
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　

詩
名
千
古
杜
陵
翁
、
身
不
勝
窮
道
不
窮
。

　

詩
名 

千
古 

杜
陵
翁
、
身
は
窮
す
る
に
勝
へ
ざ
る
も
道
は
窮
せ
ず
。

詩
の
名
声
が
古
今
を
通
じ
て
優
れ
て
い
る
杜
甫
は
、
そ
の
身
は
窮
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
道
は
窮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
杜
甫
の
困
窮
と
詩
の

関
係
を
端
的
に
纏
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

包
恢
（
一
一
八
二
〜
一
二
六
八
）
は
「
答
曾
子
華
論
詩
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

子
美
一
生
窮
餓
、
固
不
掩
於
詩
、
而
其
志
浩
然
、
未
始
一
日
少
変
、
故
其
詩
光
焔
、
不

可
磨
滅
。
不
可
不
考
也
。

子
美 

一
生
窮
餓
す
る
も
、
固
よ
り
詩
を
掩
は
ず
、
而
し
て
其
の
志 

浩
然
た
れ
ば
、
未
だ

一
日
の
少
変
も
始
ま
ら
ず
、
故
に
其
の
詩
の
光
焔
は
、
磨
滅
す
べ
か
ら
ず
、
考
へ
ざ
る
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。

包
恢
は
杜
甫
が
一
生
困
窮
・
飢
餓
し
な
が
ら
も
、
そ
の
詩
は
卓
越
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
先

も
そ
の
評
価
は
色
褪
せ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

中
国
宋
代
に
お
い
て
、
杜
甫
が
困
窮
で
あ
っ
た
点
は
、
文
人
の
間
で
既
に
自
明
の
こ
と
と

し
て
共
通
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
杜
甫
の
詩
が
古
今
の
詩
の
中
で
最
も
卓
越

し
て
い
る
と
い
う
評
価
も
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
が
同
時
に
詠
出
さ
れ
る
資
料
は
多

い
。
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（
２
）
杜
甫
の
詩
と
困
窮
│
「
困
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
」

　

杜
甫
の
卓
越
し
た
詩
と
困
窮
が
結
び
つ
い
た
具
体
的
な
要
因
を
見
て
み
た
い
。
唐
の
孫
樵

（
生
没
年
不
詳
）
は
「
與
賈
希
逸
書
」
（
『
孫
樵
集
』
巻
二
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

文
章
亦
然
、
所
取
者
廉
、
其
得
必
多
。
所
取
者
深
、
其
身
必
窮
。
（
中
略
）
杜
甫
、
李
白
、

王
江
寧
、
皆
相
望
於
窮
者
也
。

文
章
も
亦
然
り
、
取
る
所
の
者 

廉
な
れ
ば
、
其
の
得
る
こ
と
必
ず
多
し
。
取
る
所
の
者 

深
け
れ
ば
、
其
の
身
は
必
ず
窮
す
。
（
中
略
）
杜
甫
、
李
白
、
王
江
寧
、
皆
な
窮
す
る
に

相
望
む
者
な
り
。

文
章
面
に
お
い
て
、
そ
の
取
得
者
が
清
ら
か
で
慎
み
深
け
れ
ば
、
得
る
こ
と
は
多
く
、
深
遠

で
あ
れ
ば
、
必
ず
そ
の
身
が
窮
し
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い
、
代
表
例
の
筆
頭
に
杜
甫
を
挙
げ

て
い
る
。
唐
代
よ
り
既
に
杜
甫
の
「
窮
」
に
着
目
し
、
そ
れ
が
故
に
卓
越
し
た
詩
文
が
製
さ

れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

「
困
窮
で
あ
れ
ば
詩
が
工
み
に
な
る
」
と
い
う
通
念
に
最
も
影
響
を
与
え
た
も
の
は
、
次

に
挙
げ
る
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
〜
一
〇
七
二
）
の
「
梅
聖
兪
詩
集
序
」
で
あ
る
。

予
聞
、
世
謂
詩
人
少
達
而
多
窮
。
夫
豈
然
哉
。
蓋
世
所
傳
詩
者
、
多
出
於
古
窮
人
之
辞

也
。
凡
士
之
蘊
其
所
有
而
不
得
施
於
世
者
、
多
喜
自
放
於
山
巓
水
涯
、
外
見
蟲
魚
草
木
、

風
雲
鳥
獣
之
状
類
、
往
往
探
其
奇
怪
。
内
有
憂
思
感
憤
之
鬱
積
、
其
興
於
怨
刺
、
以
道

羇
臣
寡
婦
之
所
歎
、
而
寫
人
情
之
難
言
。
蓋
愈
窮
則
愈
工
。
然
則
非
詩
之
能
窮
人
、
殆

窮
者
而
後
工
也
。

予
聞
く
、
世
に
謂
ふ 

詩
人
は
達
す
る
こ
と
少
な
く
し
て
窮
す
る
こ
と
多
し
と
。
夫
れ
豈

に
然
ら
ん
や
。
蓋
し
世
に
傳
ふ
る
所
の
詩
は
、
多
く
古
の
窮
人
の
辞
よ
り
出
づ
る
な
り
。

凡
そ
士
の
其
の
有
す
る
所
を
蘊

た
く
は

へ
て
世
に
施
す
こ
と
を
得
ざ
る
者
は
、
多
く
喜
び
て
自
ら

山
巓
水
涯
に
放ほ

し

い
ま
ま
に
し
、
外
に
蟲
魚
草
木
、
風
雲
鳥
獣
の
状
類
を
見
れ
ば
、
往
往
と

し
て
其
の
奇
怪
を
探
る
。
内
に
憂
思
感
憤
の
鬱
積
有
れ
ば
、
其
れ
怨
刺
を
興
し
、
以
て
羇

臣
寡
婦
の
歎
ず
る
所
を
道い

ひ
、
人
情
の
言
ひ
難
き
を
寫
す
。
蓋
し
愈
い
よ
窮
す
れ
ば
則
ち

愈
い
よ
工
み
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
詩
の
能
く
人
を
窮
せ
し
む
る
に
非
ず
、
殆
ど
窮
す
る
者

に
し
て
後
に
工
み
な
る
な
り
。

欧
陽
修
は
、
詩
人
は
栄
達
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
窮
す
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
主
張
に
対

し
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
窮
す
れ
ば
窮
す
る
ほ
ど
詩
は
ま
す
ま
す
工
み
に
な
る
と
反
論
し
て
い

る
。
こ
の
思
考
こ
そ
が
以
後
の
宋
代
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
理
由
を
追
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
困
窮
し
て
大

志
を
抱
き
な
が
ら
も
何
も
述
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
喜
ん
で
山
の
頂
、
水
辺
に
身
を

任
せ
、
虫
魚
・
草
木
・
風
雲
・
鳥
獣
の
実
態
を
見
つ
め
、
そ
の
奇
怪
な
姿
を
探
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
心
中
に
憂
え
憤
る
こ
と
が
鬱
積
す
れ
ば
、
怨
刺
の
気
持
ち
を
託
し
て
、

羇
臣
寡
婦
の
嘆
き
と
し
て
言
い
、
人
の
情
の
言
い
表
し
に
く
い
こ
と
を
写
し
出
す
か
ら
で
あ

る
。
前
者
の
理
由
は
、
困
窮
す
れ
ば
自
然
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
に
な
り
、
自
然
の
助
け
を

得
て
詩
が
卓
越
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
思
考
は
、
杜
甫
に
も
当
て
は
ま
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　

趙
蕃
（
一
一
四
三
〜
一
二
二
九
）
は
「
近
乏
筆
託
之
二
張
、
求
之
於
市
、
殊
不
堪
也
。
作

長
句
以
資
一
笑
」
で
、
欧
陽
修
の
言
を
次
の
よ
う
に
支
持
す
る
。

詩
老
作
詩
窮
欲
死
、
序
詩
乃
得
欧
陽
氏
。

序
言
人
窮
詩
迺
工
、
此
語
不
疑
如
信
史
。

少
陵
流
落
白
也
竄
、
郊
島
摧
埋
終
不
起
。

是
知
造
化
悪
鐫
鑱
、
故
遣
饑
寒
被
其
體
。

詩
老 

作
詩 

窮
し
て
死
せ
ん
と
欲
し
、
詩
を
序
す
る
に
乃
ち
欧
陽
氏
を
得
た
り
。
序
に
人

の
窮
し
て
詩
は
迺
ち
工
み
な
り
と
言
ふ
、
此
の
語 

疑
は
ざ
る
こ
と 

信
史
の
如
し
。
少
陵

は
流
落
し
白
も
也ま

た
竄か

く

れ
、
郊
島
は
摧
埋
し
て
終
に
起
た
ず
。
是
れ
知
る 

造
化
の
鐫
鑱

を
悪
み
、
故
ら
に
饑
寒
を
遣
り
て
其
の
體
に
被
ら
し
む
る
を
。

困
窮
す
れ
ば
詩
が
工
み
に
な
る
と
言
う
欧
陽
修
の
言
を
、
杜
甫
・
孟
郊
・
賈
島
を
見
れ
ば
尤

も
な
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
に
至
ら
し
め
た
の
が
造
物

307



日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

（11）

主
の
仕
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
る
杜
甫
の
困
窮
像
は
、
造
物

主
よ
り
詩
が
工
み
に
な
る
助
け
を
得
る
た
め
の
一
つ
の
必
要
条
件
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

趙
蕃
は
「
枕
旁
有
杜
集
看
其
行
役
諸
詩
有
感
復
書
」
で
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

既
将
取
詩
名
、
先
應
歴
詩
窮
。

　
　

不
見
杜
陵
老
、
飄
轉
一
生
中
。

　
　

世
學
汝
不
嗜
、
而
顧
思
此
工
。

既
に
将
に
詩
名
を
取
ら
ん
と
す
れ
ば
、
先
づ
應
に
詩
窮
を
歴
る
べ
し
。
見
ず
や 

杜
陵
の
老
、

飄
轉 

一
生
の
中
。
世
學 

汝
嗜
ま
ず
、
顧
み
て
此
の
工
み
な
る
を
思
ふ
。

詩
窮
と
は
詩
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
困
窮
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
文
人
を
指
し
て
よ

く
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
も
詩
の
名
声
を
得
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
詩
窮
を
経
験
す
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
代
表
の
一
例
と
し
て
杜
甫
の
名
を
挙
げ
、
杜
甫
が
一
生
流
浪

し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
詩
と
困
窮
と
杜
甫
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

杜
甫
の
詩
と
困
窮
の
関
係
が
明
確
に
示
さ
れ
た
例
は
、
こ
の
外
に
も
存
す
る
。
宋
誼
（
生

没
年
不
詳
）
は
『
草
堂
詩
箋
』
の
「
杜
工
部
詩
序
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

唐
之
時
、
以
詩
鳴
者
最
多
、
而
杜
子
美
迥
然
特
異
。
（
中
略
）
惜
乎
遒
人
之
不
見
采
、

而
子
美
不
見
知
於
上
、
愈
窮
而
愈
工
。
然
世
之
所
傳
、
尚
有
遺
落
而
不
完
。

唐
の
時
、
詩
を
以
て
鳴
る
者
最
も
多
け
れ
ど
も
、
而
る
に
杜
子
美 

迥
然
と
し
て
特
異
な
り
。

（
中
略
）
惜
し
い
か
な
遒
人
の
采
を
見
ず
、
而
し
て
子
美 

上
に
知
ら
れ
ず
、
愈い

よ

い
よ
窮
し

て
愈
い
よ
工
み
な
り
。
然
れ
ど
も
世
の
傳
ふ
る
所
は
、
尚
ほ
遺
落
有
り
て
完
か
ら
ず
。

宋
誼
は
杜
甫
の
詩
が
唐
代
に
お
い
て
傑
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
杜
甫
の
詩
に

お
い
て
は
、
窮
す
れ
ば
窮
す
る
ほ
ど
工
み
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

宋
誼
と
同
様
に
、
困
窮
で
あ
る
が
故
に
詩
が
工
み
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
も
の
に
、
次
に

挙
げ
る
陳
郁
（
？
〜
一
二
七
五
）
の
『
藏
一
話
腴
』
の
詩
話
が
あ
る
。

作
詩
作
文
、
非
多
歴
貧
愁
者
、
決
不
入
勝
處
。
三
閭
阨
而
騒
獨
歩
。
杜
少
陵
愁
而
詩
冠

古
今
。
（
中
略
）
非
常
人
可
到
、
良
有
以
也
。

作
詩
作
文
は
、
貧
愁
を
歴
る
こ
と
多
き
者
に
非
ざ
れ
ば
、
決
し
て
勝
處
に
入
ら
ず
。
三
閭

は
阨く

る

し
み
て
騒
は
獨
歩
な
り
。
杜
少
陵
は
愁
ひ
て
詩
は
古
今
に
冠
た
り
。
（
中
略
）
常
人

の
到
る
べ
き
に
非
ざ
る
や
、
良

ま
こ
と

に
以ゆ

ゑ

有
る
な
り
。

陳
郁
も
、
貧
困
や
憂
愁
を
激
し
く
味
わ
っ
た
者
が
、
詩
文
に
お
い
て
優
れ
た
妙
所
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
杜
甫
の
詩
が
古
今
随
一
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
。

何
夢
桂
（
一
二
二
九
〜
一
三
〇
三
）
も
『
潜
齋
文
集
』
の
「
宋
梅
堂
詩
序
」
で
次
の
よ
う

に
言
う
。

子
厚
以
謫
而
文
工
。
屈
原
以
放
而
騒
工
。
杜
子
美
以
蹇
而
詩
工
。
嗚
呼
、
文
以
窮
而
工
、

文
之
不
幸
也
甚
矣
。

子
厚
は
謫
せ
ら
る
る
を
以
て
文
は
工
み
な
り
。
屈
原
は
放
た
る
る
を
以
て
騒
は
工
み
な
り
。

杜
子
美
は
蹇く

る

し
む
る
を
以
て
詩
は
工
み
な
り
。
嗚
呼
、
文
は
窮
す
る
を
以
て
工
み
な
れ
ば
、

文
の
不
幸
な
る
こ
と
甚
し
。

こ
こ
で
は
、
柳
宗
元
と
屈
原
と
杜
甫
の
例
を
挙
げ
、
困
窮
す
る
こ
と
に
よ
り
詩
文
が
工
み
に

な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
杜
甫
が
困
窮
を
味
わ
っ
た
が
故
に
、
詩
が
古
今

随
一
に
な
っ
た
と
い
う
思
考
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

宋
代
、
中
国
文
人
間
に
「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
」
と
い
う
文
学
観
が
浸
透
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
文
人
そ
れ
ぞ
れ
は
、
最
も
優
れ
た
詩
人
と
し
て
杜
甫
を
称
揚
す
る
際
、
そ
の
理

由
の
一
つ
を
「
困
窮
」
に
求
め
た
。
結
果
、
自
身
の
詩
文
に
杜
甫
に
関
す
る
こ
と
を
詠
み
込

む
場
合
、
そ
の
卓
越
し
た
詩
を
称
揚
す
る
と
同
時
に
、
困
窮
に
つ
い
て
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
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太
　
田
　
　
　
亨

（12）

ま
と
め

　

日
本
禅
林
に
お
い
て
、
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
禅
僧
の
文
学
観
・
文
筆
活
動
は
変
化

し
た
。
初
期
で
は
外
集
的
要
素
を
排
除
し
て
い
た
の
に
対
し
、
中
期
に
な
る
と
外
集
的
要
素

を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
禅
僧
の
作
詩
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
り
、
作
詩
の
上
達
に
必

要
な
要
素
を
追
求
し
た
結
果
、
「
困
窮
」
と
い
う
答
え
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国

で
は
、
宋
代
詩
学
に
お
い
て
「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
み
に
な
る
」
と
す
る
文
学
観
が
確
立
し
、

そ
の
代
表
と
し
て
杜
甫
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
禅
僧
は
中
国
に
お
け
る
風
潮

を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
テ
キ
ス
ト
『
批
点
本
』
の
評
者
・
劉
辰
翁
の
文
学
観
を
確
認
し
た
上

で
、
杜
詩
を
読
解
し
、
そ
の
困
窮
像
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
杜
甫

像
が
自
身
の
詩
文
に
詠
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

①
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
林
初
期
に
お
け
る
杜
詩
評
価
―
」
（
『
中
国

中
世
文
学
研
究
』
第
三
十
九
号
・
二
〇
〇
一
年
）
・
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩

受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
初
期
の
場
合
）
―
」
（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
〇
号
・

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

②
朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
像
寸
見
―
『
文
章
一
小
技
』
と
『
杜
甫
忠
心
』
」
（
『
岡
山

大
学
教
養
部
紀
要
』
第
十
一
号
・
一
九
七
五
年
）
・
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜

詩
受
容
―
禅
の
宗
旨
と
文
学
観
の
連
関
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
禅
か
ら
見
た
日
本
中
世
の
文

化
と
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

③
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
に
つ
い
て
―
中
期
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
画
図
賛
詩

に
着
目
し
て
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
五
・
四
十
六
号
合
併
号
・
二
〇
〇
四
拈
）

参
照
。

④
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
情
に
対
す
る
関

心
―
」
（
『
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
二
九
号
・
二
〇
〇
七
年
）
・
拙
稿
「
日
本

中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）・
詩
文
詠
出
の
様
相
―
」

（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
五
号
・
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

⑤
朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
像
寸
見
〜
『
文
章
一
小
技
』
と
『
杜
甫
忠
心
』
」
（
『
岡
山

大
学
教
養
部
紀
要
』
第
十
一
号
・
一
九
七
五
年
）
・
朝
倉
尚
「
『
李
白
飯
顆
山
頭
逢
杜
甫
』

逸
話
」
（
『
禅
林
の
文
学
―
中
国
文
学
受
容
の
様
相
』
清
文
堂
・
一
九
八
五
年
）
参
照
。

⑥
前
掲
⑤
朝
倉
尚
「
『
李
白
飯
顆
山
頭
逢
杜
甫
』
逸
話
」
参
照
。

⑦
前
掲
⑤
参
照
。

⑧
浅
見
洋
二
「
中
国
の
詩
と
風
景
―
『
江
山
の
助
け
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』

第
三
一
号
・
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
一
年
）
に
は
、
宋
代
、
困
窮
し
た
者
に
自
然
（
江
山
）

か
ら
至
高
な
気
が
降
り
、
清
浄
な
心
が
そ
れ
に
反
応
し
、
卓
越
し
た
詩
が
生
ま
れ
る
と
い

う
思
考
が
存
し
た
と
す
る
。
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